
第 12 分科会「自立」「特別支援教育」 運営概要

【 研 究 課 題 】 自立や社会参加の実現に向けた特別支援教育の推進と校長の在り方

【研究の視点】 １ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の内容の充実

２ 特別支援教育を効果的に推進するための体制の整備及び必要な取組

Ⅰ 分科会研究協議の運営計画

【討議の柱】

〈研究の視点１〉について

・特別な支援を必要とする子どもの実態把握とそれに基づいた指導計画の作成を充実

・交流学習や共同学習などを効果的に位置付けた教育課程の編成

〈研究の視点２〉について

・全校的な支援や関係機関との連携に基づく効果的な支援が機能する体制の確立

・全職員が共通認識に立ち、一体となって推進するための校内研修の充実

□両方に通じる内容として

・視点１と 2 に関して、特別支援教育における校長の果たすべき役割やリーダーシップ

Ⅱ 昨年度までの課題

平成 24 年度 ～道小：上川大会から ～

【成果】

・校長自身が明確な姿勢を示し、特別支援教育の方法や考え方を教職員に共通理解させるた

めのリーダーッシップの発揮が必要である。

・特別支援教育においては、各学校がもつ課題や置かれた状況に応じて、学校独自の工夫や

実践が進められることが必要であり、校長が経営方針や重点項目などに位置付けるなどし

て、教職員の意識改革を図る努力が必要である。

【課題】

・特別支援教育の考え方が、日常の教育指導や支援に生かされなければならない。

・通常の学級においても、人的な配置など全校体制の組織的な指導支援が求められる。

・教職員の理解の促進と専門性の向上が一層必要である。

・個別の支援計画を充実させるとともに、関係機関との連携も促進させる。

平成 23 年度 ～道小：釧路・弟子屈大会から～

【成果】

・特別支援教育の充実に向けて各学校が抱えている課題を把握することができ、解決の方向

性を見出すことができた

【課題】

・特別支援教育は、「体制の整備」「一人一人の支援の充実」に進むことが求められており、

各学校での課題解決への具体的な取組がなされなければならない



Ⅲ 研究発表の概要

研究発表者

紋別市立南丘小学校長 中 村 祐 司

「特別支援教育の充実のための校長の指導性」

１ オホーツク管内小学校長会の研究について（実態調査をもとにして）

２ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の内容の充実

３ 特別支援教育を効果的に推進するための体制整備及び必要な取組

４ 実践事例をもとにして発表

Ⅳ 協議の流れ（１３：００～１６：３０）

① 趣旨説明（10 分）

② 研究発表（20 分）

③ 研究発表への質問応答・感想など（10 分）

④ 研究協議 8 グループ構成（各５名）司会１名 記録１名

⑤ グループ協議①（自己紹介を含め 40 分）

視点 1 についてのグループ発表（20 分）

⑥ グループ協議②（30 分）

視点 2（視点③も含む）についてのグループ発表（20 分）

※グループ協議の柱

□ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進と校長の在り方

□ 特別支援教育の効果的な推進と校長の在り方

□ 校内研修の充実

⑦ 休憩（15 分）

⑧ 全体討議・交流（25 分）

⑨ 研究のまとめ（10 分）

※お願い：グループ討議で使用いたしますので，「名刺」をご持参ください。

(文責： 札幌市立藤野小学校 茂木 清貴)

研究発表

「特別支援教育の充実のための校長の指導性」

～ オホーツク地区校長会の研究を軸として・実践事例から ～

１ オホーツク地区小学校長会の研究について

２ 視点１ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の内容の充実

３ 視点２ 特別支援教育を効果的に推進するための体制整備及び必要な取組

４ 視点３ 校内研修の充実


